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論文内容の要旨
バフ仕上げは、各種の金属表面を容易にかつ高度な光沢面に仕上げるので、現場作業に広くもちい
られている。しかしその仕上機構は複雑で\実際作業の基礎となる事項については、系統的研究がほ
とんどなされていない。
本研究はステンレス鋼のバフ仕上げについて、パフと研摩剤および加工条件の 3要素の基本的な性
質と作用を明らかにするとともに、得られた結果をステンレス製金属洋食器の実際作業に応用して、
その作業改善を、理論と実際の両面より行なったものである。
第 1 章は緒言で、パフ仕上げに関する概説と、従来の研究わよび本研究の目的と意義について述べ
ている。
第 2 章では、定量的パフ仕上げ研究の前提となる仕上げ面の評価について、とり代と仕上面あらさ
による測定方法と、経験による実際的判定との比較について述べている。
第 3章では、回転によるバフの弾力性を、パフ布の性質、回転数および荷重の関係から明らかにし、
バフ仕上げ作業の前後にわけるパフ表面の状態変化も解明している。
第 4 章では、ステンレス鋼のパフ仕上げに関する機械的加工条件をとり代の面から解明し、ラップ
剤の切削に関する理論式が、ほぼ当てはまることを明らかにするとともに、仕上げ面あらさについて
は、とり代と関係あることを明らかにしている。
第 5 章では、パフ研摩剤の作用を油脂の物理化学的性質とと粒の性質より明らかにし、と粒の成分
と粒度、油脂の成分と配合量について述べている。
第 6 章では、パフ仕上げ抵抗、加工物の左右揺動と仕上げ面のうねり、 :h' よび、パフ仕上げ面の対蝕
性など、実際的な現象について述べている。
第 7 章では、本研究の総括を述べているO
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論文の審査結果の要旨
本論文は、ステンレス製洋食器製造工業にとって最も重要な加工技術としてのパフ仕上げ作業の改
善進歩を目指して、その仕上げ機構の解明と実際作業への指針探求を目的として行なわれた実験的研
究である。
すなわち、試作したパフ仕上げ試験装置を用いて、実際作業と同じ状態のもとに実験を行ない、バ
フの弾性と研摩剤および油脂の作用が、仕上量と仕上面あらさに大きな影響を及ぼすことを系統的に
研究することによって、パフ仕上げ機構を明らかにしている。この研究によって、在来経験的に知り
得た加工条件によっていたステンレス鋼のパフ仕上げ作業が、系統的学問的な体系下に明確化され、
その成果が自動パフ仕上げ機の完成となって、洋食器産業の発展に寄与している。
このように本研究は、ステンレス鋼のパフ仕上げ機構の解明によってその実際作業の進歩を促がし
たものであって、工学上ならびに工業上貢献するところが大きしh よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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